
金
滞
古
瞭
志
血
管
十
六

る
な
る
べ
し
。
滋
野
茂
枝
臼
く
、
犀
川
の
名
は
‘
延
事
式
紳
名
帳
に

載
せ
ら
れ
し
石
川
郡
佐
脊
紳
枇
よ
り
起
り
た
る
河
名
友
ら
ん
か
。
彼

の
紳
枇
は
犀
川
の
川
下
鷺
森
村
陀
銀
座
あ
り
て
、
紳
枇
の
漣
を
流
る

L
河
水
た
る
に
依
り
て
佐
寄
川
と
呼
ぴ
た
り
し
を
、
脅
使
に
て
佐
井

河
と
は
呼
べ
る
た
る
ぺ
し
。
上
野
園
の
郡
名
に
佐
位
郡
あ
り
。
拾
芥

抄
に
は
佐
井
郡
と
す
と
。
平
次
按
宇
る
に
、
佐
井
河
の
名
は
‘
古
事

記
紳
武
の
段
に
、
其
河
謂
=
佐
諒
一
例
-
曲
者
於
-
b
央
河
漣
-
山
由
連
草
多

在
d

故
取
=
其
山
由
理
草
之
名
吋
競
a
佐
官
河
-
也
山
由
理
草
之
本
名
一
子

佐
意
-
也
。
と
見
h
、
古
事
記
停
に
、
佐
輩
と
佐
紀
と
普
通
ふ
と
冠
僻

考
に
い
へ
れ
ば
.
今
世
に
人
の
氏
族
名
に
三
枝
を
佐
伊
具
佐
と
唱

へ
、
健
伊
具
佐
は
古
名
佐
紀
久
住
た
り
。
書
紀
紳
武
傘
民
、
山
城
水

門
亦
名
=
山
井
水
門
吋
と
も
あ
り
て
‘
き
と
井
と
遁
は
し
呼
べ
る
よ
し

い
へ
り
。
か
h

れ
ば
佐
奇
川
と
い
ひ
し
を
‘
後
佐
井
川
と
呼
べ
る
と

の
銑
貨
に
さ
も
あ
る
べ
し
。
又
犀
川
の
名
は
、
大
路
水
経
に
、
昔
洪

水
の
時
水
源
よ
り
犀
出
で
た
り
。
故
に
犀
川
と
云
ふ
と
の
俗
体
あ
り

と
い
へ
り
。
金
城
三
河
考
に
も
、
世
に
河
源
に
太
古
鍾
障
の
住
み
け

る
故
に
、
此
の
名
を
負
ふ
と
い
ふ
は
誠
に
湾
東
の
野
語
怠
る
を
、
下

安
江
住
吉
の
縁
起
友
ど
に
正
し
く
書
停
ふ
れ
ば
、
後
人
の
贋
手
踊
を

〈
.
水
源
の
深
山
幽
谷
に
至
り
で
は
、
ア
マ
ゴ
或
は
イ
ハ
ナ
た
ど
呼

ぺ
る
水
魚
多
し
。
共
の
産
魚
手
取
・
洩
野
川
に
比
す
る
に
、
風
味
甚
だ

倍
し
、
殊
に
鮭
魚
は
犀
川
の
産
を
最
上
と
す
。
故
に
三
州
名
物
往
来

と
呼
ぺ
る
も
の
に
も
、
手
取
川
の
鮎
・
犀
川
の
鮭
と
載
せ
た
り
。
按

守
る
に
、
鮭
は
北
闘
の
産
魚
に
て
、
新
猿
集
記
に
、
越
後
鮭
と
見
b
、

東
鑑
に
‘
佐
々
木
盛
網
拝
領
の
土
産
と
て
、
越
後
鮭
を
頼
朝
将
軍
に

呈
上
せ
し
由
記
載
す
。
和
訓
架
危
ど
に
も
、
鮭
は
越
後
を
最
上
と
す
と

い
へ
り
。
然
れ
ど
も
今
按
宇
る
に
、
往
古
よ
り
名
の
聞
h
し
は
加
賀
の

鮭
魚
た
り
。
政
事
要
時
巻
五
十
三
延
喜
十
四
年
八
月
十
五
日
の
太
政

官
符
に
、
定
a
諸
国
例
進
地
子
雑
物
一
・
加
賀
図
鑑
魚
舟
隻
・
鮭
児
三
斗
。

と
あ
り
て
、
延
事
以
往
よ
り
の
寅
進
の
一
品
た
る
事
知
ら
れ
た
り
。

此
の
後
は
中
原
康
宮
紀
に
、
貧
徳
二
年
九
月
十
四
日
有
E

朝
喰
一
自
a
加

州
-
到
来
鮭
賞
翫
也
。
と
あ
り
。
此
の
外
に
も
倫
見
h
た
り
。
是
等
若
し

く
は
犀
川
の
産
魚
た
ら
ん
か
。
賞
翫
也
と
あ
る
に
て
も
、
そ
の
か
み

加
賀
の
産
を
賞
味
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
東
鐙
に
、
建
久
元
年
十
月

十
三
日
甲
午
於
昌
遠
江
園
菊
河
宿
一
佐
々
木
三
郎
盛
綱
相
司
副
小
万
於
鮭

楚
側
一
野
折
以
晶
子
息
小
宜
-
迭
ロ
進
御
宿
-
申

-xo
只
今
伊
之
夕
食
之
底
.

気
味
頗
懇
切
・
早
可
a
間
食
-
欺
云
ぺ
殊
御
自
愛
.
彼
折
敷
被
ν
染
a
御
自

金
得
古
蹟
志
巻
十
六

ニ占ハ

解
く
に
堪
た
り
。
景
周
按
宇
る
に
、

A
A
は
東
鑑
に
、
信
濃
闘
の
犀
川

に
犀
の
住
み
け
る
を
、
源
額
朝
来
三
郎
に
命
じ
て
是
を
捕
ら
せ
ら
る

L
事
を
附
合
せ
る
な
ら
ん
。
犀
は
一
脚
験
に
し
て
、
我
が
日
本
に
注
る

事
い
ま
だ
聞
え
守
と
-ZLR
。
平
次
按
や
る
に
、
東
鑑
に
、
信
濃
閣
の

犀
川
に
て
犀
を
捕
へ
し
め
ら
れ
し
事
所
見
た
し
。

A
A
も
景
周
の
杜
撰

附
舎
と
い
ふ
ぺ
し
。
此
の
事
は
信
浪
地
名
考
に
‘
貝
原
氏
問
、
信
州

犀
川
に
犀
住
め
り
。
頼
朝
泉
親
衡
に
命
じ
て
捕
へ
し
む
と
も
聞
ゆ
。

依
り

τさ
い
川
の
名
あ
る
欺
。
今
も
犀
乗
揮
と
い
ふ
地
あ
り
。
然
れ

ど
も
本
朝
犀
あ
り
と
も
聞
え
ね
ば
、
必
宇
犀
の
訟
に
は
な
づ
み
が
た

し
と
。
此
の
訟
を
ぽ
富
岡
氏
我
が
競
に
附
合
せ
し
も
の
な
り
と
聞

ゆ
。
訟
も
ふ
花
、
此
怠
る
犀
川
は
‘
古
名
石
川
、
後
佐
脊
川
或
は
佐

井
川
と
呼
べ
る
を
.
飢
世
の
頃
よ
り
文
字
は
さ
ま
ん
¥
に
書
き
た

し
、
或
は
西
川
或
は
犀
川
ま
た
才
川
た
ど
書
く
事
と
は
成
り
た
る
怠

る
ぺ
し
。
今
此
の
川
上
怠
る
緒
村
を
ぽ
犀
川
庄
と
す
。
此
の
庄
は
、

石
川
郡
の
庄
名
と
す
れ
ど
、
古
へ
は
加
賀
郡
の
地
に
廊
せ
し
に
や
。

。
犀
川
窪
魚

此
の
川
は
.
清
滞
の
念
流
た
り
し
故
、
水
源
よ
り
下
流
に
至
る
ま
で

河
水
の
淀
み
・
泣
き
川
た
る
に
よ
り
、
鱒
・
鮭
・
鮎
・
餓
及
び
鍬
な
ど
多

筆
-
日
.

ま
ち
え
た
る
人
の
な
さ
け
も
ず
は
や
り
の

わ
り
友
〈
見
ゆ
る
心
ざ
し
か
な

貞
徳
文
集
に
、
詩
昌
北
国
宮
笥
-
鮭
堕
引
・
鱈
・
昆
布
・
鴫
・
鵠
鵡
等
股
被
』

下
、
疲
寒
時
分
、
養
生
肴
共
に
而
候
故
、
賞
翫
不
v
斜
候
。
と
見
b
.

姥
川
親
元
日
記
に
、
寛
正
六
年
十
一
月
六
日
庚
成
、
天
晴
。
宮
樫
中

番
鮭
二
、
一
色
五
郎
殿
鮭
二
、
御
紋
在
v
之
。
御
返
事
宛
所
恒
屋
。
と

あ
り
。
回
定
等
も
犀
川
の
鮭
魚
な
り
に
し
ゃ
。
奮
務
中
も
、
幕
府
へ
の

例
年
進
献
の
園
産
物
と
し
て
鮭
魚
を
ば
進
呈
せ
釘
れ
た
り
。
故
に
初

鮭
と
て
初
め
て
取
揚
ぐ
る
者
及
び
共
の
次
陀
取
揚
ぐ
る
者
へ
の
褒
美

料
の
定
め
あ
り
て
、
早
〈
取
揚
ぐ
る
事
を
第
一
と
た
し
た
り
。
定
書

左
の
如
し
。

初
鮭
取
申
者
共
b
被
v
下
銀
之
島
晶

一

、

登

呑

よ

り

武

番

迄

銀

一

、

三

番

よ

り

五

番

迄

金

一

、

六

番

よ

り

七

番

迄

銀

一
、
八
番
よ
り
十
番
迄

一
、
十
一
香
よ
り
十
六
番
迄

枚

笠・貰t

雨

受

枚
三
拾
自

戒
拾
目
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